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要旨 

保健管理センターは，各地区で様々な内容の健康教育を実施している。本報告では平成 24

年度に実施した，学長杯争奪駅伝大会前の安全講習会，体育会との共催による医療講習会，

大学祭における食中毒の予防教育，大学生協との共催による食生活相談会など，主に吉田地

区で行った取り組みについて紹介する。 
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1 はじめに 

保健管理センターの業務には，学生 ・職員

の健康診断，健康診断証明書の発行，健康相

談，応急処置，保健衛生に関する知識の普及，

健康器具 ・健康関連資料の貸し出しや設置，

健康管理に関する調査 ・研究，労働安全衛生

に関する業務等がある 。なかでも ，学生 ・職

員が健康的な生活を送るために，必要な知識

の普及や遭遇する健康問題に対処できるライ

フスキルを身につけても ら う こ と を目的と し

た健康教育の実施は，保健管理センターの重

要な役割である 。健康教育の方法と しては，

集団指導と個人指導 （健康診断時や健康相談

時を利用して ） とに大き く分けられるが，あ

らゆる機会を捉えて行う よ うに努めている 。 

 本報告では平成24年度に実施した健康教育

の内，学長杯争奪駅伝大会前の安全講習会，

体育会との共催による医療講習会，大学祭前

の食中毒予防講習会，大学生協との共催によ

る食生活相談会 ・ エイズキャンペーンなど ，

主に吉田地区での学生に対しての取り組みに

ついて紹介する 。 

2 学長杯駅伝大会前の安全力Quiz ・ 安全講習

会 

2.1 安全力Quiz ・ 安全講習会開催の経緯 

保健管理センターでは， スポーツ大会 ・部

活動合宿 ・ スポーツ実習等の参加前健康診断

（以降スポーツ健診 ） を ，年間約 200 件実施

している 。 

これまで，学生の課外活動のリ スクマネジ

メン トに関する保健管理センターの役割の観

点から ， スポーツ健診を足がかりに健康面 ・

安全面への数々の提案を学生関係部署へ行っ

てきた 。 しかし近年は，体育会系ク ラブの組

織力低下，学生健診未受診， スポーツ健診申

込みのルールが守られないなど ，学生個人と

組織の規範意識や安全意識，安全力の低下に

よる事故災害が懸念されるよ うにな り ，新た

な対策が必要となった。そこで，平成23年度

から ，参加人数が最も多い学長杯駅伝大会前

に，参加者に対し ，救急講習受講経験や救急

措置に関する知識をチェッ クするための 「安

全力Quiz 」 の実施， また駅伝大会前の大会補

助員を対象と した 「安全講習会 」 を実施する

こ と となった。  
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2.2 安全力Quizの内容 

 学長杯駅伝大会前に実施する安全力Quizは，

普通救命講習の受講状況と応急措置の基礎知

識を問う13問からな り ，正誤を問い，誤って

いる場合はその箇所に下線を引く とい う形式

である 。学長杯駅伝大会でのリ スクを考える

と ，参加者全員に知識だけではな く実技を含

む安全講習会を受講しても ら う こ とが望まし

いと思われるが，人的 ・時間的に困難なこ と

もあ り ，安全講習会の対象者は体育会補助員

とチーム代表者に限定するこ と となった 。た

だし ，安全力Quizを参加者全員に解答しても

ら う こ とによ り ，少な く と も知識レベルにお

いて，応急措置に関する事項の確認と駅伝大

会実施に伴う リ スクに関する意識付けを行い，

も し もの時，即座に対処できるこ ころの準備

をしても ら う こ とが期待される 。  

 また ，安全力Quizの正答率を講習会前に集

計するこ とで，学生の知識レベルを事前に確

認でき ，講習会での重点項目が明確になる 。 

2.3 安全講習会の内容 

 安全講習会の内容は表 1 の通りである。

表1 安全講習会の内容

●開催日時 

平成 24 年 11 月 20 日（火曜日） 18：00～19：00

●場所 

共通教育  1 番教室 

●対象者 

チーム代表者 ・ 体育会補助員 

●講師 

保健管理センター講師  山本  直樹 

●内容 

（ 1 ） CPR(心肺蘇生法)及び応急処置の説明 

（ 2 ） 安全力Quiz解説 

（ 3 ） AED（自動体外式除細動器）を用いた CPR ビデオ供覧

（ 4 ） 実技 （ 胸骨圧迫法 ）  

（ 5 ） ま とめ 

講習会には30名が参加し，CPRおよび応急

処置の説明に引き続き ，先に実施した安全力

Quiz結果についてパンフレッ ト を用いて解説

を行い， CPRに関するビデオ視聴後実技を行

った。 ビデオはJ-pulseとい う厚労省研究班の

コンテンツを利用し ，実技にはCPR ト レーニ

ングボッ クスを使用した。実技の様子を図

1 ・ 2 に示す。  

安全力Quiz解説においては，解答用紙をチ

ーム毎に返却し ，その場で間違った内容につ

いて確認しても らった 。分からなかった問題，

間違った問題をチーム間でしっか り復習する

と と もに ， これを機会にCPRや救急処置につ

いて知識と技術をレベルア ップしてお く こ と

も伝えた 。  

図 1 CPR （心肺蘇生法）実技の様子 

図2 CPR トレーニングボックス を使用した実技の様子 
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2.4 安全講習会後のアンケート 

 今後の講習会開催の参考とするため，講習

会終了後にアンケート調査を行った。回収率

は96.7％であった。開催時期は「よい」が

89.7％，開始時間は「ちょうどよい」が

96.6％，講習時間は「ちょうどよい」が

89.7％であった。内容については，駅伝関係

者が CPR を学ぶ意義について「理解できた」

が 100.0 ％，安全力 Quiz 解説について「理

解できた」が89.7％， CPR ビデオについて

「理解できた」が 100.0 ％，胸骨圧迫法実習

について「理解できた」が 100.0% であった。

 講習会に対する意見・感想では，「知って

おくべきことなので駅伝だけに限定せずにみ

んなにやるべきだと思う」，「胸骨圧迫をす

ることができ，意味のある時間を過ごすこと

ができた」「ビデオの音量が小さかったので

少し聞きづらかった」，「実際に体験ができ

よかった」，「せっかく人形の器械があるの

に全体の半数も実際にそれを使って強さや速

さを体験できないことがもったいない」など

の記載があった。

2.5 今後に向けて 

アンケートの結果から，開催時期や時間設

定は問題ないと思われた。一方，内容・対象

者についてはいくつか改善点が挙げられた。

次年度以降は，実技の際は 3 グループに分か

れて実施（① CPR トレーニングボックス 

②人体蘇生モデル ③ AED トレーニングキ

ットを順番に体験）する，補助員・チーム代

表者以外でも希望者には安全講習会に参加し

てもらう，体育会補助員を含めた駅伝参加者

全員に事前の安全力 Quiz を解答してもらう，

等の対応を検討している。

3 医療講習会 

3.1 医療講習会の目的 

医療講習会は体育会との共同開催で年に 1

回実施している。競技能力向上をはじめ，課

外活動における事故防止，健康の自己管理も

重要な問題であり，幅広くスポーツ医学に関

連した知識を習得することを目的としている。 

3.2 医療講習会の内容 

 医療講習会は，体育会担当者と前年度の医

療講習会アンケートを参考に，打合せを重ね

決定している。過去の医療講習会の内容は表

2 の通りである。

表2 過去の医療講習会の内容 

H7 トレーニングとスポーツ医学－トレーナーの立場から－

H8 競技力向上とメンタルマネジメントについて

H9 競技力向上の心肺機能 

H10 スポーツ貧血とその対応－競技能力向上の視点から－

H11 スポーツ障害への対応－整形外科の立場から－

H12 リ ハビ リ テーシ ョ ン と スポーツ 

H13 スポーツ障害の予防と処置－理学療法士の立場から－

H14 スポーツにおけるサプリメントの適切な使用法

H15 スポーツによる下肢障害の予防と対策－膝関節障害を中心にして－

H16 運動時での救急対応 

H17 スポーツ活動と栄養摂取－競技力向上の視点から－

H18 運動能力における男女差－競技力向上の視点から－

H19 スポーツ障害の予防と処置－スポーツドクターの視点から－

H20 スポーツ活動におけるコンディションづくり

H21 スポーツ心理学の視点からの競技力向上

H22 フルマラソン 20 代で 3 時間を切る！！80 代で完走する！！あなたはどちらのスポーツマンを目指しますか？

H23 体育会学生に知ってほしいスポーツ整形外科学

平成24年度は， 8月下旬ごろから体育会担

当者と打ち合わせを行なった。前年度医療講

習会のアンケート結果や，体育会に所属する

各学生に幅広く役立つ内容として「メンタル

トレーニング」を聴講したいとの希望を参考

に、講師候補者を選定した。その後調整を重

ね，表 3の内容で講習会を実施した。 
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表3 平成24年度医療講習会の内容

●開催日時 

平成 24 年 12 月 4 日（火曜日） 18：00～19：30

●場所 

経済学部  第二大講義室 

●対象者 

体育会所属37サークル （ 111 名 ）  

●講師 

公益財団法人  山口県体育協会  

やまぐちスポーツ医 ・科学サポートセンター

小松  健一先生 

●講演タ イ ト ル 

「 実力発揮のための メ ンタル ト レーニング 」

当日は奥屋保健管理センター副所長の講師

紹介から始まり，小松先生にスポーツ心理学

者の仕事内容，スポーツメンタルトレーニン

グとは？，現場における実践例の紹介などス

ライド・映像を用いてとても分かりやすくお

話しいただいた。講演途中には，会場の学生

とのやり取りや，隣の席の人と向かい合って

簡単なゲームをしたり，体を動かしたりと終

始，笑いや歓声が絶えなかった。また，スポ

ーツ心理テストである心理的競技能力診断検

査を記入することで，「今の自分を知る」と

いう作業を行うことができ，参加した学生に

とって大変有意義な講習会であったと思われ

る。講習会の様子を図 3 ～ 5 に示す。

図3 講習会の様子① 

図4 講習会の様子② 

図5 講習会の様子③ 

3.3 医療講習会後のアンケート   

 今後の開催の参考とするため，講習会終了

後にアンケート調査を行った。参加者 111 名

全員からの提出があ り ，集計作業は体育会担

当者が行った。開催時期は 「 よい 」 が40.5％
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「 ふつう 」 が50.0％，開催時刻は 「 よい 」 が

43.2％， 「 ふつう 」 が50.0％，講義の長さは

「 ちょ う どよい 」 が74.8％，講義の質は 「 よ

い 」 が82.9％であった。 

 自由記述の感想においては，多くの学生が

「 普段の練習に取り入れたい 」 「 参加型の講

習会で退屈するこ とな く話が聞けた，楽しか

った 」 「 スポーツだけでなく日常生活にも役

立てる内容 」 など高評価であったが， 「 テス

ト前だったので他の時期に開催してほしい 」

「 週末に大会を控えており練習時間と重なっ

た 」 「 事前に内容がわかるよ うにしてほしい 」

「 もっ と参加できる人数を増やしてほしい 」

等，運営に関する要望も挙げられた。 

3.4 今後に向けて 

 アンケートの結果から ，運営方法について

いくつか改善が必要と思われた。来年度も体

育会担当者と調整をしながら ，充実した講習

会となるよ うに準備を行っていきたい。なお

医療講習会は，体育会と保健管理センターの

共同開催であるが，あ く までも学生が主体性

をもって準備を進めていけるよ うサポート し

ていくつも りである 。  

4 大学祭前の食中毒予防講習会 

4.1 食中毒予防講習会の目的 

大学祭前の食中毒予防講習会は模擬店出店

者を対象に行っている 。地域にも開かれた大

学祭において食中毒事故が発生する リ スクを

常に念頭におき ，食中毒事故の発生を防止す

るためには，一人一人の意識が大変重要であ

るこ とを理解しても らい，適切な予防行動が

とれるよ うになる こ とが講習会の目的である 。

また，開放的な気分になりやすい大学祭にお

いては，未成年の飲酒 ・ アルコールの一気飲

み等も問題となるため，その啓発も重要な目

的である 。 

4.2 食中毒予防講習会の実施状況

平成24年度の講習会の実施状況は表 4 の通

りである 。 

表4 平成24年度の実施状況 

●七夕祭

日時 平成 24 年 6 月 5 日 18：15～  

場所 共通教育 1 番教室 

担当者 保健師  森福  織江 

●姫山祭

日時 平成 24 年 10 月 4 日 18：00～

場所 保健管理センター健康診断室 

担当者 保健師  藤勝  綾香 

●常盤祭

日時 平成 24 年 10 月 23 日 18：00～

場所 工学部 C11 講義室 

担当者 看護師  末冨  三千代 

4.3 食中毒予防講習会の内容 

 講習会の内容は，主に表 5 の通りである 。 

表5 食中毒予防講習会の内容 

① 食中毒の基礎知識 

② 食中毒予防 3原則 

③ 調理から購入までの具体的な流れ 

④ 大学祭で実際に模擬店を出店する際の注意点

⑤ 自己管理のチェッ クポイン ト  

⑥ 急性アルコール中毒・アルコールハラスメントに関する啓発

4.4 今後に向けて 

 幸いなこ とにこれまでの大学祭において，

食中毒事件は発生していない。ただしその発

生リ スクを考えれば，講習会参加の重要性を

模擬店出店者に理解しても ら う ために，模擬

店出店には講習会出席を義務づけ，守れない

団体は出店させないなどの厳しい対応が必要

である と も考えられる 。 しかしながら 、現在

は大学祭担当者によ り対応が異なるため，改
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善が必要と思われる 。なお，講習会開催時に

やむを得ない事情で参加できない団体につい

ては，保健管理センターの方で個別に説明を

実施している 。 

5 食生活相談会 

5.1 食生活相談会について 

 大学生協との共同開催の形で，年に 2～ 3

回実施している 。食生活相談会を実施するに

あた り ，大学生協からの機器の貸し出し依頼

から始まったものだが，最近では保健管理セ

ンタースタ ッフも参加して，健康教育の場と

して積極的に関与している 。食生活相談がメ

インだが，学生の関心を高めるために各種測

定コーナーを設け，保健管理センターと して

は，測定機器による検査結果の説明なども行

っている 。 

5.2 食生活相談会の実施状況 

 平成24年度の実施状況は表 6 の通りである 。 

表6 生活相談会の実施状況 

● 1回目

日時 平成 24 年 7 月 11 日 13：30～16：30

場所 第一学生食堂 （ ボーノ ）  

担当者 梅本 森福 藤勝 原田 

● 2 回目 （エイズデーキャンペーン同時開催）

日時 平成 24 年 11 月 28 日 13：30～16：30

場所 第一学生食堂 （ ボーノ ）  

担当者 梅本 森福 藤勝 原田 

5.3 食生活相談会の内容 

 食生活相談会の内容は表 7 の通りである。

表7 食生活相談会の内容 

① 栄養士による食生活相談 

② 身長 ・体重 ・体脂肪測定 

③ 骨密度測定 

④ 血圧測定 

⑤ 血のめぐ り検査 （非観血的貧血検査 ）  

⑥ 呼気中一酸化炭素濃度測定 

⑦ ス ト レスチェッ ク 

⑧ アルコールパッチテス ト  

⑨ お肌チェ ッ ク 

⑩ 泥酔体験 （泥酔メガネによる歩行 ）  

 保健管理センターでは，主に②～⑥につい

て担当している 。 これまで保健管理センター

を利用したこ とがない学生に対し ，測定をき

っかけにセンターの利用を勧めた り ，測定結

果から簡単な保健指導を行っている 。11月下

旬の相談会では，時期的なこ と も考慮して12

月 1 日の世界エイズデーに合わせた 「 エイズ

デーキャンペーン 」 も同時開催している 。 こ

れまでは，保健管理センター前にてキャンペ

ーンを行っていたが，掲示の閲覧がセンター

利用者に限られるため，平成23年度から食生

活相談会に合わせて実施し ，多くの学生にと

ってHIV感染を自分とは無関係なこ とではな

く ，身近なこ と と して考えるきっかけになる

よ うにと毎年企画している 。なお，食生活相

談会参加者は時期によって異なるが，30～40

人である 。食生活相談会の様子を図 6～ 9 に

示す。 

図6 食生活相談会ポスター（生協作成） 
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図7 エイズデー掲示① 

図8 エイズデー掲示② 

図9 骨密度測定の様子 

5.4 今後にむけて 

大学生協との共同開催で，ボーノの一角に

測定コーナーを設置させていただく こ とで，

学生を身近に感じるこ とができ ，普段，保健

管理センターで学生対応する時とは違った気

づきがあった 。今後も大学生協との共同開催

を継続していきたい。その際は，生協学生委

員と も意見交換を行い，学生のニーズにあっ

た企画を検討してきたい。  

今後の課題と しては，実施時期によっては

参加学生が少ないこ と もあるので，開催の周

知方法についての検討が必要と思われた。

6 おわりに 

 平成24年度に実施した保健管理センターに

おける健康教育の取り組みについて紹介した 。

この他にも ，学生 ・職員向けに防災訓練日に

合わせた 「救命体験コーナーの設置 」 を行っ

た り ，関係部署と連携して各種講習会を実施

している 。 また，常盤地区 ・小串地区におい

ても学生 ・職員に向けて，キャンパスの特色

や必要に応じた健康教育を実施している 。 

 今後も学生 ・職員の健康問題やニーズをと

らえて，有効かつ必要と される健康教育を実

施できるよ うに努めていきたい。今後と もご

支援をお願いできればと思っている 。

（保健管理センター 保健師）
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